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【代表質問】
◎ 藤井 宣行　（岡崎）

＊ 奥能登地震の被害状況および宗派対応
＊ 慶讃法要の受けとめ
＊「是旃陀羅」問題
＊ 宗門近現代史に学ぶ
＊ 聖護院別邸跡地の活用
＊ 不動産活用の進捗
＊ 行財政改革
＊ 青少幼年教化
＊ 第 2 種共済制度に関する新たな制度
＊ 教区・組の改編
＊ 第４回門徒戸数調査と御依頼割当基準
＊ 首都圏をはじめとする開教

【一般質問】質問順

① 邨上 了圓　（山陽）
＊ 寺院における立教開宗法要
＊ 行財政改革における公議公論
＊ 第８回教勢調査
＊ 両会議長諮問機関「決算審査に関する

検討委員会」に対する姿勢
＊ 災害・感染症等に伴う宗会の招集
＊ 宗議会議員・教区議員選挙条例改正

② 井上　裕　（金沢）
＊ 青少幼年教化の展望
＊ 聖教編纂室の常設化にむけて
＊ AI時代にむけた専門セクションの設置

③ 今川 雅照　（福井）
＊ 慶讃法要の総括と今後の宗門の方向性
＊ 記録データの保存
＊ 渉成園とお東さん広場の有効活用
＊ 高齢化社会と宗門
＊ 吉崎別院と蓮如上人御影道中

④ 諸岡　敏　（能登）
＊ 災害対応と対策、継続的支援の在り方
＊ 慶讃法要での一般参拝者と団体参拝者
＊ 慶讃法要における救護活動
＊ 今後の法要の形
＊ 第２種共済制度の見直し

⑤ 菅原　貴　（高岡）
＊ 教区改編に伴う教務所事務の現状
＊ 別院の将来の在り方
＊ 共済制度
＊ 宗派における財産処分

⑥ 内藤 円亮　（九州）
＊「是旃陀羅」問題
＊「真宗」誌のデジタルアーカイブ化
＊ 相続講賞典内規の改正による増収施策
＊ 人件費の削減
＊ 宗費賦課金の改正
＊ 会議等における交通費

⑦ 西受 秀文　（大阪）
＊ 門徒戸数調査結果の活用
＊ 開教区における留学生制度
＊ 開教者会に関する課題と帰敬式執行
＊ 大谷派教師の基礎力の向上
＊ 宗派関係教育機関の課題
＊ 合併・解散寺院への教化支援および教

勢調査
＊ 異文化宗教間対話

⑧ 井上　博　（高田）
＊「是旃陀羅」問題
＊ 男女共同参画

⑨ 能邨 勇樹　（小松）
＊ 教化拠点としての寺院への強力なバッ

クアップ
＊ 宗派立開教拠点としての開教所設立
＊ 真宗の歴史文化の顕彰と保全

⑩ 草野 龍子　（九州）
＊「真宗本廟子ども奉仕団」と「子どもた

ちの真宗本廟奉仕」との関連性
＊ 青少幼年教化の場づくりと専属宗務役

員の配置
＊ 解散寺院への対応
＊ 2032 年の覚信尼公 750 回忌について
＊ 法名の「釋」「釋尼」の問題

⑪ 轡田 普善　（富山）
＊ 門徒戸数調査結果の受けとめと今後
＊ 慶讃テーマの今後の活用・展開
＊ 札幌大谷高校の件
＊ 真宗本廟周辺の賑わい創出と市民緑地

の活用
＊「仏法領」の受けとめと不動産活用
＊ 大谷祖廟総合整備計画
＊ 2021年度決算の評価
＊ 持続可能な「宗門財政」にむけて
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教区及び組の改編に関する中央委員会
本年 7 月１日から、新たに新潟教区、富山教区、小松大聖
寺教区が発足。また、今議会で組・教区の改編に関して条例
の一部改正があり、その内容は、改編発足後の教区において
みられる諸課題及びその支援について聞き取りをしながら
中央委員会とも調査研究を共有し一体となって進めていこ
うとするものである。

（委員長　坂本敏朗）

中央門徒戸数調査委員会
2022 年 9 月より第 7 期委員の任期が始まる。この期より、
興法議員団より八島議員が加入し、前期から再任中の轡田議
員と花園議員でその任に当たっている。尚、7 月 25 日の委
員会より新たに篠塚議員の加入が内定している。早速、この
次の第 5 回調査に向けて、今回調査結果の継続点検が続行
されていく。

（委員長　八島昭雄）

財産管理審議会
「本派の重要な財産の保全、管理、取得及び処分並びに借入
れに関する事項について調査審議する」ために設置された財
務長の諮問機関。財務長は宗参両会、参与会・常務会で議決
を要する重要な財産に関する案件については、先立って財産
管理審議会に諮問すると規定されている。宗参両議会議員の
他、弁護士・司法書士等の外部専門家を含む 15 名以内で構
成されている。

（委員長　轡田普善）

行財政改革検討委員会
昨年 7 月に施行された「宗務改革の推進に関する条例」に
基づき、行財政改革の推進に向けて調査・審議するために設
置された委員会。メンバーとして、宗門内様々な立場にある
37 名が選ばれ、3 つの小委員会（組織機構・財政・教化）で
構成されている。今後、それぞれの課題について協議検討し、

「行財政改革推進計画」立案を目指すものである。
（副委員長　諸岡 敏）

真宗本廟を中心としたグローカルデザインに関する委員会
2022 年 3 月に設置され、将来構想の策定に向けての議論を
深めていくために、高倉幼稚園と高倉会館のそれぞれについ
て小委員会を設置し議論が進められている。特に高倉幼稚園
の将来構想策定にあたり、専門家による作業部会を立ち上げ
調査研究が行なわれている。また、高倉会館の将来構想につ
いては、幼稚園の議論の推移を見守るかたちで並行して議論
が進められている。2023 年度中には、それぞれの諮問事項
について答申が取りまとめられる予定。

（委員長　佐々木 高）

決算審査に関する検討委員会
両議会において、当局の予算編成及び次年度予算審査に反映
することを主眼にして、当該年度決算案件の早期可決承認を
はかるため、議会運営の具体的な制度構築に向けて内局と関
係部門と共に連携をはかり、これまでの決算審査の抜本的見
直しとその方法について検討する委員会。

（委員　花園兼有）
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所属議員（47 名）
金沢

木 越　 渉
長浜

東 野 文 惠

北海道
八 島 昭 雄 坂 本 敏 朗 伊 吹 惠 鐘
黒 萩　 裕 井 上　 裕

京都

大 橋 秀 暢

東北
高 名 和 丸 小松 能 邨 勇 樹 竹 内 彰 典
新 羅 興 正

福井
今 川 雅 照 三 品 正 親

東京 那 須 信 純 山 田 孝 彦
大阪

清　 史 彦
三条 小 林 光 紀

岐阜高山
内 記　 淨 西 受 秀 文

高田 井 上　 博 尾 畑 英 和 北 畠 顯 諒

富山
土 肥 人 史

大垣

里 雄 康 意
山陽

望 月 慶 子
轡 田 普 善 下 谷 泰 史 邨 上 了 圓

高岡

酒 井 一 明 沼　 秋 香

九州

草 野 龍 子
菊 池　 浩

岡崎
酒 井　 良 齊 藤 法 顕

菅 原　 貴 藤 井 宣 行 長 峯 顕 教

能登

諸 岡　 敏
名古屋

勅 使　 忍 鳥 越 正 道
佐 々 木　 高 富 田 泰 成 古 賀 堅 志
篠 塚 榮 祐 花 園 兼 有 内 藤 円 亮

幹事会
幹事長 藤 井 宣 行

副幹事長 轡 田 普 善
諸 岡　 敏

政調会長 内 記　 淨
〃副会長 邨 上 了 圓

事務局長 花 園 兼 有
会計 西 受 秀 文

幹事

井 上　 博
酒 井 一 明
山 田 孝 彦
伊 吹 惠 鐘

『同朋公議』編集委員
内記　淨 邨上了圓
花園兼有 西受秀文
山田孝彦 齊藤法顕
能邨勇樹 内藤円亮


